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参
議
院
議
員
通
常
選
挙
ま

で
、
あ
と
１
ヵ
月
近
く
と

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の

選
挙
と
異
な
る
点
は
、
結

果
次
第
で
は
改
憲
に
賛
成
す
る
議
員

数
が
衆
参
と
も
に
３
分
の
２
を
上
回

る
こ
と
に
な
り
、
国
民
に
と
っ
て
大

い
に
不
利
益
を
被
る
憲
法
改
定
が
押

し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
最
終
的
に
改
憲
を
決
め

る
の
は
国
民
投
票
で
す
が
、
メ
デ
ィ

ア
宣
伝
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
を

使
っ
て
賛
成
さ
せ
よ
う
と
誘
導
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
▼
そ
も
そ
も

憲
法
の
一
番
の
目
的
と
は
何
か
。

「
国
民
主
権
」
「
基
本
的
人
権
の
尊

重
」
「
平
和
主
義
」
の
三
つ
の
原
則

は
多
く
の
人
が
知
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

一
番
の
役
割
は
権
力
者
側
が
守
る
べ

き
ル
ー
ル
を
規
定
し
暴
走
し
な
い
よ

う
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
で
す
。

権
力
者
側
が
主
導
す
る
改
憲
に
よ
り
、

歯
止
め
が
取
り
払
わ
れ
国
家
権
力
が

暴
走
す
る
危
機
が
想
定
さ
れ
ま
す
▼

改
憲
案
の
中
で
も
、
緊
急
事
態
条
項

の
創
設
は
権
力
分
立
を
一
時
停
止
し

て
政
府
に
権
限
を
集
中
さ
せ
、
国
民

の
基
本
的
人
権
に
特
殊
な
制
限
を
加

え
る
と
い
う
危
険
な
内
容
で
す
。
さ

ら
に
自
民
党
改
憲
草
案
を
見
ま
す
と
、

こ
れ
ま
で
と
は
逆
に
権
力
者
側
が
国

民
を
縛
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
権
者
は
こ
れ
に
危
機
感
を
持
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
▼
こ
れ
ま
で
憲
法
に

よ
り
当
た
り
前
の
よ
う
に
守
ら
れ
て

き
た
こ
と
は
何
か
、
改
憲
で
失
わ
れ

る
も
の
は
何
か
、
有
権
者
は
参
院
選

の
投
票
ま
で
に
今
一
度
振
り
返
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
国
民
の
権
利
と
し

て
与
え
ら
れ
て
い
る
投
票
権
を
行
使

し
、
し
っ
か
り
意
思
表
示
す
る
こ
と

で
、
当
た
り
前
の
暮
ら
し
と
安
全
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「リストラアンケート」

にご協力をお願いします。

職場の実態と皆さんの要求をつかんで、

労働条件の改善に役立てていきたいと思

います。沖電気の職場を明る

くする会ホーム ページからで

もアンケートができます。

次
々
と
進
め
ら
れ
る

「
リ
ス
ト
ラ
策
」

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
中
期
経
営
計

画
（
２
０
２
０
～
２
０
２

２
年
）
で
は
、
３
事
業

（
メ
カ
ト
ロ
・
プ
リ
ン
タ
ー
・

Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の
統
合
、
グ
ル
ー

プ
共
通
機
能
の
コ
ス
ト
改

革
、
生
産
子
会
社
の
統
合
・

生
産
子
会
社
へ
の
大
量
転

籍
、
技
術
者
の
融
合
と
配

置
転
換
、
海
外
拠
点
の
見

直
し
で
３
０
０
０
人
削
減

計
画
進
行
中
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ

ル
ー
プ
（
連
結)

で
も
２

０
２
０
年
比
で
２
９
０
０

人
も
の
大
規
模
な
「
リ
ス

ト
ラ
策
」
を
次
々
と
推
し

進
め
て
き
ま
し
た
。

増
し
て
い
る

雇
用
と
生
活
不
安

職
場
か
ら
は
悲
痛
な
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

関
連
会
社
が
Ｏ
Ｋ
Ｉ
本

体
へ
の
統
合
時
に
、
人
事

部
か
ら
「
あ
な
た
の
業
務

は
な
い
。
給
料
は
下
が
る

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
関

連
に
行
く
か
、
早
期
退
職

で
や
め
る
か
」
と
個
室
に

呼
ば
れ
選
択
を
迫
ら
れ
ま

し
た
。
本
来
統
合
な
ら
本

体
に
全
員
移
動
す
る
の
が

筋
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実

態
は
違
い
ま
す
。
結
局
の

と
こ
ろ
人
件
費
削
減
の
統

合
だ
と
思
い
ま
す
。
沖
電

気
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は

お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
会
社
に
未
来
は

な
い
と
思
い
ま
す
」

生

産
子
会
社
に
転
籍
さ
せ
ら

れ
た
人
か
ら
は
「
も
う
何

回
の
リ
ス
ト
ラ
の
苦
境
に

立
た
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
リ
ス
ト
ラ
の
通
告

に
ど
れ
ほ
ど
苦
悩
を
味
わ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
リ

ス
ト
ラ
は
本
当
に
な
く
な
っ

て
欲
し
い
で
す
」

構
造
改
革
の
名
の
も
と

に
、
雇
用
と
生
活
に
大
き

な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の

毎
日
で
す
。

宣
言
通
り
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
企

業
行
動
憲
章
」
を
守
れ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
企
業

行
動
憲
章
は
「
関
係
法
令

は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
的
良

識
を
も
っ
て
健
全
な
企
業

活
動
を
展
開
し
、
世
界
の

人
々
の
快
適
で
豊
か
な
生

活
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
」
と
宣
言
し
て
い

ま
す
。

宣
言
通
り
、
働
く
人
の

雇
用
と
生
活
を
守
る
責
任

を
果
た
す
べ
き
で
す
。

ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス

花言葉：心を開く

OKIの決算の推移

女性社員数の推移（OKI単体）

従業員数の推移

(単位：億円）



  中途採用比率 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

OKI 27% 46% 26%

OKIソフトウエア 3% 3% 3%
OKIサーキットテクノロジー 83% 67% 46%

OKIプロサーブ 80% 93% 70%

OKIクロステック 14% 0% 13%

OKIシンフォテック 68% 64% 0%

ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い

５
月
竣
工
の
新
工
場

【
埼
玉
・
本
庄
】

ス
マ
ー
ト
工
場
が
連
休

明
け
か
ら
稼
働
。
工
場
で

働
く
社
員
は
帽
子
、
服
な

ど
も
一
新
。
職
場
の
声
を

聞
き
ま
し
た
。

「
き
れ
い
な
職
場
で
嬉
し

い
ん
だ
け
ど
、
元
職
場
と

の
行
き
来
が
多
く
て
と
っ

て
も
疲
れ
る
」
「
建
物
に

出
入
り
す
る
都
度
、
靴
を

履
き
替
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
大
変
」
こ
れ
は

移
動
が
終
了
す
れ
ば
大
分

解
決
す
る
よ
う
に
も
思
い

ま
す
が
「
１
階
と
２
階
を

行
き
来
す
る
階
段
は
１
ヵ

所
に
し
か
な
い
」
「
職
場

の
配
置
が
変
わ
っ
て
仕
事

が
し
づ
ら
く
な
っ
た
」
と

い
う
声
も
。
「
と
に
か
く

す
べ
て
が
遠
い
っ
て
感
じ

か
な
あ
」
。
働
い
て
い
る

人
の
声
を
十
分
に
聞
い
て
、

今
後
改
善
を
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

東
北
新
幹
線
と

新
幹
線
リ
レ
ー
号

【
埼
玉
・
蕨
地
区
】

６
月
23
日
で
東
北
新
幹

線
開
業
40
周
年
と
な
り
ま

す
。
開
業
当
時
は
大
宮
～

盛
岡
間
で
あ
っ
た
た
め
、

上
野
～
大
宮
間
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
「
新
幹
線
リ
レ
ー
号
」

と
い
う
列
車
が
新
幹
線
の

乗
客
用
に
運
行
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
蕨
駅
を
初
め
て

知
っ
た
の
は
、
開
業
か
ら

数
カ
月
後
の
「
新
幹
線
リ

レ
ー
号
」
の
車
内
か
ら
で

し
た
。
通
過
駅
の
名
前
で

珍
し
い
漢
字
が
目
に
止
ま

り
今
で
も
そ
の
時
の
光
景

は
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま

す
。
当
時
の
蕨
の
従
業
者

は
毎
日
の
よ
う
に
、
目
の

前
を
通
過
す
る
こ
の
列
車

を
見
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

本
当
に
生
産
は
大
丈
夫
？

【
沖
富
岡
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
】

５
月
31
日
付
で
、
２
０

０
人
を
越
え
る
派
遣
労
働

者
が
契
約
解
除
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
沖
電
気
の
生
産

を
支
え
て
き
た
方
々
で
す
。

職
場
の
中
に
は
、
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

会
社
か
ら
の
説
明
で
は

「
仕
事
量
が
50
人
分
足
り

な
い
の
で
山
形
・
新
潟
・

本
庄
・
伊
勢
崎
に
行
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
周

り
か
ら
聞
か
れ
て
も
会
社

は
大
丈
夫
と
答
え
て
欲
し

い
」
と
い
う
話
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど
に
よ

る
半
導
体
不
足
が
原
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
経
営

者
の
責
任
と
し
て
雇
用
に

手
を
付
け
る
の
は
最
後
の

手
段
で
す
。
他
の
経
営
施

策
を
考
え
ず
に
「
法
律
違

反
は
な
い
」
と
言
っ
て
人

件
費
削
減
を
強
行
す
る
こ

と
は
経
営
者
の
資
質
・
能

力
が
問
わ
れ
、
社
会
的
に

許
さ
れ
ず
マ
ス
コ
ミ
が
注

目
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
半

数
以
上
の
方
が
い
な
く
な
っ

た
職
場
も
あ
り
、
今
後
の

生
産
や
品
質
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

不
当
解
雇
・
差
別
許
す
な

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

五
月
二
十
五
日
に
「
す

べ
て
の
争
議
の
早
期
解
決

を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

全
労
連
・
東
京
地
評
争
議

支
援
総
行
動
が
行
わ
れ
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
不
当
解
雇
と
闘

う
青
年
労
働
者
と
三
菱
派

遣
切
り
争
議
や
日
本
航
空
・

Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ど
二
十
の
企
業

に
対
し
争
議
解
決
を
求
め

た
。
そ
こ
に
は
、
「
一
人

は
皆
の
た
め
に
、
皆
は
一

人
の
た
め
に
」
と
言
う
労

働
組
合
の
精
神
が
あ
り
ま

す
。
実
質
賃
金
は
、
下
が

り
続
け
、
事
業
の
統
廃
合

や
リ
ス
ト
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
労
働
者
の

環
境
は
悪
化
す
る
ば
か
り

で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(

☎
０
３-

６
４
２
１-

５
３
２
３)

★ ８時間働けば 誰 で も 生 活 で き る 職 場 を ★ ２０２２年 ６月 第４０７号

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
１
６
９
回

政
府
の
雇
用
制
度
改
革
の
一
環

中
途
採
用
比
率
の
公
表

労働施策総合推進法により２０２１年４月

から３０１人以上の企業は「正規雇用労働

者の中途採用（キャリヤ採用）比率」の公

表が義務化しました（厚生労働省）

通年採用による中途採用・経験採用の拡大

と推進が狙いとされています。OKIの過去

３年の実態が上記の表です。

ウクライナ危機から何を学ぶのか

消防救急デジタル無線談合事件 （２０２２年４月現在）

課徴金・和解金の支払い累計５億５９８８万円

４
月
５
日
に
千
葉
・
７
市
で

和
解
が
成
立
（
相
関
図
）

２０１７年に公正取引委員会は消防無線の入札に関して

沖電気、富士通ゼネラル、日本電気、日本無線、日立国

際電気の談合を認定し、総額６３億円の課徴金を課した。

各地で賠償請求の提訴も行わている。沖電気の今が下表

ロ
シ
ア
の
「
主
権
の
尊
重
」

「
武
力
行
使
の
禁
止
」
な
ど
を
定

め
た
国
連
憲
章
違
反
や
国
際
人
権

法
を
破
る
犯
罪
行
為
、
何
よ
り
核

兵
器
に
よ
る
世
界
へ
の
威
嚇
な
ど

の
殺
戮
と
破
壊
行
為
に
国
連
は

「
ロ
シ
ア
の
暴
挙
は
許
さ
な
い
」

と
１
４
１
カ
国
の
多
数
で
非
難
決

議
を
可
決
し
た
。
ロ
シ
ア
が
始
め

た
愚
か
な
戦
争
は
、
「
人
類
の

安
全
保
障
」
の
あ
り
方
を
世
界

に
問
い
か
け
て
い
る
。

自
民
党
の
狙
い
は
本
格
的

な
「
戦
争
態
勢
」
づ
く
り

戦
争
の
対
義
語
は
「
平
和
」
。

戦
争
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
が
、
平

和
は
抽
象
的
。
国
民
一
人
ひ
と
り

に
常
に
戦
争
予
防
の
努
力
が
求
め

ら
れ
る
。
憲
法
違
反
の
戦
争
に
繋

が
る
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
や

「
核
共
有
」
の
議
論
を
求
め
る
声

に
は
警
戒
が
必
要
。
防
衛
予
算
を

国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
の
２
％

（
約
11
兆
円
）
に
拡
充
し
、
日
米

安
保
条
約
を
強
化
す
る
だ
け
が
答

え
で
は
な
い
。
米
国
が
ど
こ
か
の

国
と
戦
争
を
起
こ
せ
ば
、
日
本
は

日
米
安
保
に
基
づ
い
て
米
国
を
支

援
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。人

の
命
を
奪
う
「
軍
事
対
軍
事
」

で
は
な
く
戦
争
に
な
ら
な
い
よ
う

な
外
交
努
力
、
平
和
の
枠
組
み
の

構
築
こ
そ
、
日
本
を
守
る
最
大
の

力
で
す
。

（
謙
）

日
本
は
軍
隊
を

持
て
な
い
国

日
本
は
約
80
年
前
、
ア

ジ
ア
全
域
を
侵
略
し
、
虐

殺
を
行
っ
た
。
そ
し
て

「
二
度
と
戦
争
を
し
な

い
」
と
世
界
に
約
束
し
、

国
際
社
会
へ
の
復
帰
が
許

さ
れ
た
。
そ
の
証
が
日
本

国
憲
法
。
特
徴
は
国
民
の

人
権
の
保
障
を
強
化
し
た

「
国
民
主
権
」
。
国
民
の

生
き
る
尊
厳
を
保
障
す
る

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
。

戦
争
放
棄
の
「
平
和
主
義
」

が
三
大
原
則
。

憲
法
第
９
条
は
「
戦
争

の
放
棄
」
「
戦
力
の
不
保

持
」
「
交
戦
権
の
否
認
」

を
定
め
て
い
て
、
基
本
原

則
の
一
つ
「
平
和
主
義
」

を
規
定
し
て
い
る
。

軍
隊
を
持
た
な
い
国
は

コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
な
ど
。

(

軍
隊
の
定
義
に
諸
説
あ
り)

中村 哲さん アフガニスタン

パキスタンで医療・灌漑などの活動

（２０１９年１２月 没）
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